
中数Ａ－19

ある学級で，「三角形の外角の和は３６０°である」ことの証明につい
て，次の ， を比べて考えています。

右の図の ABC で，
　∠ d ＝１８０°－∠ a
　∠ e ＝１８０°－∠ b
　∠ f ＝１８０°－∠ c
また，三角形の内角の和は１８０°であるから，
　∠ a + ∠ b + ∠ c ＝１８０°

したがって，
∠ d +∠ e +∠ f ＝（１８０°－∠ a）+（１８０°－∠b）+（１８０°－∠ c）

 ＝５４０°－（∠ a + ∠ b + ∠ c）
 ＝５４０°－１８０°
 ＝３６０°
よって，三角形の外角の和は３６０°である。
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右の図の ABC で，
各頂点における外角の大きさをそれぞれ測ると，

　頂点Ａの外角の大きさは１０８°，
　頂点Ｂの外角の大きさは１１６°，
　頂点Ｃの外角の大きさは１３６°である。

したがって，それらの和を計算すると，
　１０８°+ １１６°+ １３６°＝３６０°
よって，三角形の外角の和は３６０°である。
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中数Ａ－20

どんな三角形でも外角の和は３６０°であることの証明について，正し
く述べたものが下のアからオまでの中にあります。それを１つ選びな
さい。

ア　 も も証明できている。

イ　 は証明できており， は形の違うたくさんの三角形で同じよ
うに確かめれば証明したことになる。

ウ　 は証明できているが， は形の違うたくさんの三角形で同じ
ように確かめても証明したことにならない。

エ　 も も形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば 
証明したことになる。

オ　 は形の違うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明し
たことになるが， はそれでも証明したことにはならない。


